












はじめに 

 われわれはすでに新生児・乳児の気質と母子相相作用が児の発達とりわけアタッチメン

トの形成にどのようにかかわるかについての縦断的検討を行い、児の気質と母親の児への

かかわり方とが交絡して後の児のアタッチメントのあり方に影響を及ぼすのではないかと

いうことをある程度示すことができた。そこでその経験のうえに立って本研究においては

児の泣きを中心とした気質的特徴ならびに母子間の情動的なコミュニケーションがどう相

互に影響しあいつつ児の情動発達を促していくかについて生後1年間を中心にさらに検討

を深めることにする。 


